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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
光学軸方位角θ１の第一波長板と、光学軸方位角θ２の第二波長板とを各々の光学軸が交
差するよう配置し、
互いに帯域の異なる第一の波長帯、第二の波長帯、第三の波長帯とし、
前記第一の波長帯に含まれる波長を第一の波長λ’とし、
前記第二の波長帯に含まれる波長を第二の波長λとし、
前記第三の波長帯に含まれる波長を第三の波長λ’’としたとき、前記第一の波長λ’、
前記第二の波長λ、前記第三の波長λ’’の光に対して、入射する直線偏光の光を円偏光
の光に変換して出射し、又は入射する円偏光の光を直線偏光の光に変換して出射する波長
板であって、
前記第一の波長λ’、前記第二の波長λ及び前記第三の波長λ’’の関係は、
λ’＜λ＜λ’’
を満足し、
前記第二の波長λを設計波長とし、当該設計波長の光に対して、前記第一波長板の位相差
をΓ１、前記第二波長板の位相差をΓ２としたとき、前記Γ１と前記Γ２は、
Γ１＝２×Γ２　　・・・（１）
　Γ２＝９０°＋１８０°×ｎ　　・・・（２）
但し、ｎは正の整数
を満足し、
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前記光学軸方位角θ１と前記光学軸方位角θ２は、
θ１＝１５°±５°　　・・・（９）
θ２＝７５°±５°　　・・・（１０）
を満足し、
前記第一の波長λ’の光に対して、前記第一波長板の位相差をΓ１’、前記第二波長板の
位相差をΓ２’とし、
前記第三の波長λ’’の光に対して、前記第一波長板の位相差をΓ１’’、前記第二波長
板の位相差をΓ２’’としたとき、
Γ１’＝２×Γ２’ 　　・・・（３）
　Γ２’＝９０°＋１８０°×ｎ’　　・・・（４）
　Γ１’’＝２×Γ２’’ 　　・・・（５）
　Γ２’’＝９０°＋１８０°×ｎ’’　　・・・（６）
ｎ’＝（λ／λ’）×（（１＋２×ｎ）／２）－１／２　　・・・（７）
ｎ’’＝（λ／λ’’）×（（１＋２×ｎ）／２）－１／２　　・・・（８）
但し、ｎ’、ｎ’’を、小数第１位が４以下ならば切り捨て、５以上ならば切り上げてな
る正の整数とする
を満足することを特徴とする波長板。
【請求項２】
請求項１に記載された波長板において、
λ＝６５０ｎｍ、
λ’＝４００ｎｍ、
λ’’＝７８５ｎｍ、
であることを特徴とする波長板。
【請求項３】
請求項１又は２に記載された波長板において、
ｎ＝６
であることを特徴とする波長板。
【請求項４】
請求項１又は２に記載された波長板において、
ｎ＝１１
であることを特徴とする波長板。
【請求項５】
前記第一の波長λ’、前記第二の波長λ、前記第三の波長λ’’の光が、波長板を通過す
るよう構成された光ピックアップであって、
前記波長板が、請求項１乃至４のいずれか一項に記載の波長板であることを特徴とする光
ピックアップ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は積層波長板に関し、特に所定の特性を有する二枚の波長板を積層し、入射光の波
長が４００ｎｍ、６５０ｎｍ、及び７８０ｎｍにおいて１／４波長板として機能する波長
板及びそれを用いた光ピックアップに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ＣＤやＤＶＤ等の光ディスクに対する情報の記録や再生を行う際は、光ピックアップが
使用され、該光ピックアップには、光ディスクに照射するレーザ光を円偏光とするために
１／４波長板が用いられる。
　１／４波長板は、複屈折性を有する材料を用いた位相変調を行う光学素子であり、入射
する直線偏光された光線を円偏光の光線に変換することから、１／４波長板として機能す
る。一方、波長板の位相差は波長の関数であるため、使用する波長が変化すると位相差も
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変化するという波長依存性を有しているので、広帯域な光で使用した際に位相差が変化し
てしまい、位相差を１／４波長に維持できないという問題が生じていた。
【０００３】
　そこで、この問題を解決するため、特開平１０－６８８１６号公報により広帯域で機能
する１／４波長板が提案されている。
　図４に、特開平１０－６８８１６号公報により開示された従来の広帯域な積層波長板の
外観構造例を示し、図４（ａ）は波長板を入射方向から見た平面図を示し、図４（ｂ）は
側面図を示す。この広帯域積層波長板は、所定の位相差を有する二枚の波長板を積層して
構成するもので、１／４波長板と１／２波長板とを所定の角度で貼り合わせ、所望の１／
４波長板としての性能を得ている。図４に示す如く積層波長板１０１は、第一の波長板１
０２と第二の波長板１０３とを、第一の波長板１０２の光学軸方位角（以降、面内方位角
と称す）θ１を１５°に、第二の波長板１０３の面内方位角θ２を７５°として積層した
ものである。
【０００４】
　そこで、以下に、特開平１０－６８８１６号公報により開示された従来の広帯域１／４
波長板の設計方法について説明する。
　第一の波長板１０２の位相差を１８０°、面内方位角をθ１、第二の波長板１０３の位
相差を９０°、面内方位角をθ２とし、図５に示したポアンカレ球を用いて説明する。
　図５は、従来の１／４波長板のポアンカレ球を示す。図５において、入射光がポアンカ
レ球の赤道の所定の位置Ｐ０に入射されると、この入射光が、第一の波長板１０２により
変調されてＰ１に到達し、更に第二の波長板１０３により変調されてポアンカレ球の極Ｐ
２に到達すれば積層波長板１０１を出射する光線は円偏光となる。ここで、Ｐ２がポアン
カレ球の極であるためには、θ１及びθ２が次の関係式を満足することが望ましい。
　　　θ２＝２θ１＋４５　・・・・（１０１）
【０００５】
　入射光の波長がλ１～λ２間で変化すると、第一の波長板１０２及び第二の波長板１０
３の位相差が夫々１８０°及び９０°より変化する。第一の波長板１０２に於ける変化量
をΔΓ１、第二の波長板１０３における変化量をΔΓ２とする。ここで、入射光が第一の
波長板１０２により変調されて到達する位置であるポアンカレ球上のＰ１が、入射光の波
長が変化することにより波長板の位相量が変化し、Ｐ１’にずれたとすると、前記変化量
ΔΓ１及びΔΓ２がポアンカレ球上のＰ１とＰ１’を結ぶ球面上の同一の線分となる条件
であれば、Ｐ２は常にポアンカレ球の極に到達することが出来る。
【０００６】
　そこで、近似的にＰ１とＰ１’を直線で結び、余弦定理を用いてΔΓ１、ΔΓ２、θ１
の関係を表すと、
　　　ｃｏｓΔΓ２＝１－２（１－２ｃｏｓ２θ１）（１－ｃｏｓΔΓ１）
　・・・・（１０２）
となる。第一の波長板１０２と第二の波長板１０３とが同じ波長分散の材料とすれば、各
々の位相差が１８０°及び９０°であることから、ΔΓ１及びΔΓ２は、
　　　　ΔΓ１＝２ΔΓ２　・・・・（１０３）
の関係を満足する。これを（１０１）式、（１０２）式に代入すると、θ１とθ２は下記
値を得る。
　　　　θ１≒１５°、θ２≒７５°
【０００７】
　以上の結果より積層波長板１０１を広帯域１／４波長板として機能させるためには、下
記の条件が必須である。
　　第一の波長板１０２　　位相差　　　　１８０°
　　　　　　　　　　　　　面内方位角　　　１５°
　　第二の波長板１０３　　位相差　　　　　９０°
　　　　　　　　　　　　　面内方位角　　　７５°
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　但し、上記条件は近似を含むため、ミューラ行列、ジョーンズ行列等を用い実際に使用
する上で最適な特性となるようにシミュレーションを行い、最適化を行う。
【０００８】
　図６は、従来の広帯域１／４波長板の楕円率特性例を示す。図６は、所定の波長範囲で
最も楕円率が１に近づくよう最適化して結果をグラフに示したものであり、特性例１は、
波長６００～８５０ｎｍの範囲で最適化した例を示し、特性例２は、波長４００～５００
ｎｍの範囲で最適化した例を示し、夫々所定の波長範囲で１／４波長板として機能してい
ることが判る。
【特許文献１】特開平１０－６８８１６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　波長板の光学材料は一般的に波長が短くなる程、屈折率の波長に対する変化が大きくな
るという特性を有しており、波長が短いほど１／４波長板として機能する波長範囲が狭く
なる。一方、近年、従来のＣＤ、ＤＶＤ等の光ディスクに加えて更に大容量化されたブル
ーレーザディスクと呼ばれる光ディスクが実用化されつつあり、光ピックアップにおいて
も、ＣＤ、ＤＶＤの光ディスクの他、ブルーレーザディスクにも対応することが要求され
ている。ブルーレーザディスクは、波長が４００ｎｍ近辺の青紫色レーザ光を使用してお
り、従来から使用されている６５０ｎｍ、或いは７８０ｎｍのレーザ光を使用した光ピッ
クアップと互換性を持たせるためには、１／４波長板として必要な波長帯域は、４００ｎ
ｍ～７８０ｎｍの広帯域となる。図６に示した特性例においても判るように、従来の広帯
域波長板は、波長４００～５５０ｎｍの波長範囲を最適化出来ても、５５０～７８０ｎｍ
の波長範囲まで最適化することは困難である。
【００１０】
　本発明は、上述したような問題を解決するためになされたものであって、ＣＤ、ＤＶＤ
の光ディスクの他、ブルーレーザディスクにも対応する光ピックアップに必要な波長であ
る４００ｎｍ、６５０ｎｍ、及び７８０ｎｍにおいて、１／４波長板として機能する積層
波長板を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
上記目的を達成するために本発明の第１の形態に係る波長板は、光学軸方位角θ１の第一
波長板と、光学軸方位角θ２の第二波長板とを各々の光学軸が交差するよう配置し、
互いに帯域の異なる第一の波長帯、第二の波長帯、第三の波長帯とし、
前記第一の波長帯に含まれる波長を第一の波長λ’とし、
前記第二の波長帯に含まれる波長を第二の波長λとし、
前記第三の波長帯に含まれる波長を第三の波長λ’’としとき、前記第一の波長λ’、前
記第二の波長λ、前記第三の波長λ’’の光に対して、入射する直線偏光の光を円偏光の
光に変換して出射し、又は入射する円偏光の光を直線偏光の光に変換して出射する波長板
であって、
前記第一の波長λ’、前記第二の波長λ及び前記第三の波長λ’’の関係は、
λ’＜λ＜λ’’
を満足し、
前記第二の波長λを設計波長とし、当該設計波長の光に対して、前記第一波長板の位相差
をΓ１、前記第二波長板の位相差をΓ２としたとき、前記Γ１と前記Γ２は、
Γ１＝２×Γ２　　・・・（１）
　Γ２＝９０°＋１８０°×ｎ　　・・・（２）
但し、ｎは正の整数
を満足し、
前記光学軸方位角θ１と前記光学軸方位角θ２は、
θ１＝１５°±５°　　・・・（９）
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θ２＝７５°±５°　　・・・（１０）
を満足し、
前記第一の波長λ’の光に対して、前記第一波長板の位相差をΓ１’、前記第二波長板の
位相差をΓ２’とし、
前記第三の波長λ’’の光に対して、前記第一波長板の位相差をΓ１’’、前記第二波長
板の位相差をΓ２’’としたとき、
Γ１’＝２×Γ２’ 　　・・・（３）
　Γ２’＝９０°＋１８０°×ｎ’　　・・・（４）
　Γ１’’＝２×Γ２’’ 　　・・・（５）
　Γ２’’＝９０°＋１８０°×ｎ’’　　・・・（６）
ｎ’＝（λ／λ’）×（（１＋２×ｎ）／２）－１／２　　・・・（７）
ｎ’’＝（λ／λ’’）×（（１＋２×ｎ）／２）－１／２　　・・・（８）
但し、ｎ’、ｎ’’を、小数第１位が４以下ならば切り捨て、５以上ならば切り上げてな
る正の整数とする
を満足することを特徴とする。
本発明の第２の形態に係る波長板は、第１の形態において、
λ＝６５０ｎｍ、
λ’＝４００ｎｍ、
λ’’＝７８５ｎｍ、
であることを特徴とする。
本発明の第３の形態に係る波長板は、第１又は第２の形態において、
ｎ＝６
であることを特徴とする。
本発明の第４の形態に係る波長板は、第１又は第２の形態において、
ｎ＝１１
であることを特徴とする。
本発明の第５の形態に係る光ピックアップは、前記第一の波長λ’、前記第二の波長λ、
前記第三の波長λ’’の光が、波長板を通過するよう構成された光ピックアップであって
、
前記波長板が、第１乃至４のいずれか一の形態に係る波長板であることを特徴とする。
［適用例１］適用例１に係る積層波長板は、第一の波長板と第二の波長板とを光軸が交差
するよう貼り合わせて、波長λ、λ’、λ’’の光に対して１／４波長板として機能する
積層波長板において、前記波長λが６５０ｎｍ、波長λ’が４００ｎｍ、波長λ’’が７
８５ｎｍであり、前記第一の波長板は、波長λ＝６５０ｎｍの時、位相差Γ１＝１９８０
°、面内方位角θ１＝１５°±５°、前記第二の波長板は、波長λ＝６５０ｎｍの時、位
相差Γ２＝９９０°、面内方位角θ２＝７５°±５°であるよう構成する。
【００１２】
［適用例２］適用例２に係る積層波長板は、第一の波長板と第二の波長板とを光軸が交差
するよう貼り合わせて、波長λ、λ’、λ’’の光に対して１／４波長板として機能する
積層波長板において、前記波長λが６５０ｎｍ、波長λ’が４００ｎｍ、波長λ’’が７
８５ｎｍであり、前記第一の波長板は、波長λ＝６５０ｎｍの時、位相差Γ１＝２３４０
°、面内方位角θ１＝１５°±５°、前記第二の波長板は、波長λ＝６５０ｎｍの時、位
相差Γ２＝１１７０°、面内方位角θ２＝７５°±５°であるよう構成する。
【００１３】
［適用例３］適用例３に係る積層波長板は、第一の波長板と第二の波長板とを光軸が交差
するよう貼り合わせて、波長λ、λ’、λ’’の光に対して１／４波長板として機能する
積層波長板において、前記波長λが６５０ｎｍ、波長λ’が４００ｎｍ、波長λ’’が７
８５ｎｍであり、前記第一の波長板は、波長λ＝６５０ｎｍの時、位相差Γ１＝４１４０
°、面内方位角θ１＝１５°±５°、前記第二の波長板は、波長λ＝６５０ｎｍの時、位
相差Γ２＝２０７０°、面内方位角θ２＝７５°±５°であるよう構成する。
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【発明の効果】
【００１４】
本発明に係る波長板は、所定の位相差を有する第一の波長板と第二の波長板とを各々の光
学軸が交差するよう配置することにより構成して、入射光の波長が４００ｎｍ、６５０ｎ
ｍ、及び７８５ｎｍにおいて１／４波長板として機能させることできる。本発明に係る光
ピックアップは、本発明に係わる波長板を使用することにより、ＣＤ、ＤＶＤの光ディス
クの他、ブルーレーザディスクにも対応することが出来、光ピックアップを小型化して構
成する上で大きな効果を発揮することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、図示した実施例に基づいて本発明を詳細に説明する。
　図１は、本発明に係る積層波長板の第一の実施例の構成を示すものであり、図１（ａ）
は波長板を入射方向から見た平面図を示し、図１（ｂ）は側面図を示す。この積層波長板
１は、波長６５０ｎｍに対して位相差１９８０°、及び面内方位角１５°±５°の波長板
２と、位相差９９０°、及び面内方位角７５°±５°の波長板３とを各々の光学軸が６０
°の角度で交差するように積層して、全体として波長４００ｎｍ、６５０ｎｍ、及び７８
５ｎｍにおいて１／４波長板として機能する積層波長板である。
【００１６】
又、本積層波長板は、従来のものと異なり、使用する帯域の波長４００ｎｍ、６５０ｎｍ
、及び７８５ｎｍにおいてピンポイント的に１／４波長板として機能することが特徴であ
る。そこで、積層波長板１に直線偏光が入射すると、積層波長板１の出射面で位相が９０
°ずれることによって円偏光となって出射することとなる。
【００１７】
　次に、積層波長板１を構成する波長板２と波長板３について、夫々の光学特性の算出方
法について説明する。
　先ず、波長板２と波長板３の位相差を夫々Γ１とΓ２とすると、入射光の波長λにおい
て積層波長板１が１／４波長板として機能するためには下記の条件式が必要である。
　　　　　Γ１＝２Γ２　・・・・（１）
　　　　　Γ２＝９０°＋１８０°ｎ　・・・・（２）
　　　　　　ｎ＝０、１、２、３、・・・・
【００１８】
　一方、Δｎを常光線と異常光線の屈折率差、ｄを波長板の厚みとすると、波長板３の位
相差Γ２は（３）式で表すことが出来る。
　　　　　Γ２＝（２π／λ）・Δｎｄ＝９０°＋１８０°ｎ　・・・・（３）
【００１９】
　そこで、異なる波長λ’での波長板３の位相差Γ２’は、
　　　　　Γ２’＝（２π／λ’）・Δｎｄ　・・・・（４）
で表され、（３）式と（４）式より、
　　　　　Γ２’＝（λ／λ’）・（９０°＋１８０°ｎ）　・・・・（５）
が求められる。ここで、波長板３が１／４波長板として機能するとすると、（６）式が成
立する。
【００２０】
　　　Γ２’＝（λ／λ’）・（９０°＋１８０°ｎ）＝９０°＋１８０°ｎ’　・・・
・（６）
　従って、（６）式より波長λ’におけるｎ’を求めると、
　　　　　ｎ’＝（λ／λ’）・（（９０°＋１８０°ｎ）／１８０°）－１／２　・・
・・（７）
　となる。ここで、ｎは自然数であるから、（７）式にｎ＝０、１、２・・・・・を代入
した時のｎ’を抽出し、小数点以下は四捨五入する。
【００２１】
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　そこで、本実施例の場合のように、入射光の波長が４００ｎｍ、６５０ｎｍ、及び７８
５ｎｍの場合に、波長板３が１／４波長板として機能する例について具体的に必要な位相
差Γ２を求めてみる。
　λ＝６５０ｎｍ、λ’＝４００ｎｍに設定した場合のｎ及びｎ’と、λ＝６５０ｎｍ、
λ’’＝７８５ｎｍに設定した場合のｎ及びｎ’’の二組について、ｎ、ｎ’及びｎ’’
を夫々求める。
【００２２】
　λ＝６５０ｎｍ、λ’＝４００ｎｍに設定した場合の関係式は、（８）式に示す通りで
あり、
　　　ｎ’＝（６５０／４００）・（（９０°＋１８０°ｎ）／１８０°）－１／２　
　　・・・・（８）、
【００２３】
　λ＝６５０ｎｍ、λ’’＝７８５ｎｍに設定した場合の関係式は、（９）式に示す通り
である。
　　　ｎ’’＝（６５０／７８５）・（（９０°＋１８０°ｎ）／１８０°）－１／２　
・・・・（９）
　そこで、（８）式、及び（９）式にｎ＝０、１、２、３・・・・・を代入し、ｎ’及び
ｎ’’を求めると、図２に示した表１及び表２の通りとなる。
【００２４】
図２は、本発明に係る積層波長板において、波長板の位相差を算出するための数表である
。表１は、λ＝６５０ｎｍ、λ’＝４００ｎｍに設定した場合のｎ及びｎ’を示し、表２
は、λ＝６５０ｎｍ、λ’’＝７８５ｎｍに設定した場合のｎ及びｎ’’を示す。ここで
、ｎ’、ｎ’’を四捨五入して整数で表わし、ｎ、ｎ’、ｎ’’の組み合わせから、例え
ば、ｎ＝５、６、１１の三通りが該当する。
【００２５】
　即ち、第一の組み合わせは、前記において説明した第一の実施例であり、ｎ＝５次、ｎ
’＝８次、ｎ’’＝４次となる。そこでこの時、各波長における位相差は、
　　　　波長λ’＝４００ｎｍ、位相差Γ２’＝１５３０°（８次）
　　　　波長λ＝６５０ｎｍ、位相差Γ２＝９９０°（５次）
　　　　波長λ’’＝７８５ｎｍ、位相差Γ２’’＝８１０°（４次）
である。従って、波長板３の位相差Γ２は、９９０°であるので、波長板２の位相差Γ１
は、１９８０°となる。
【００２６】
　次に、第二の組み合わせは、ｎ＝６次、ｎ’＝１０次、ｎ’’＝５次であり、この時の
各波長における位相差は、
　　　　波長λ’＝４００ｎｍ、位相差Γ２’＝１８９０°（１０次）
　　　　波長λ＝６５０ｎｍ、位相差Γ２＝１１７０°（６次）
　　　　波長λ’’＝７８５ｎｍ、位相差Γ２’’＝９９０°（５次）
である。従って、波長板３の位相差Γ２は、１１７０°であるので、波長板２の位相差Γ
１は、２３４０°となる。
【００２７】
　次に、第三の組み合わせは、ｎ＝１１次、ｎ’＝１８次、ｎ’’＝９次であり、この時
の各波長における位相差は、
　　　　波長λ’＝４００ｎｍ、位相差Γ２’＝３３３０°（１８次）
　　　　波長λ＝６５０ｎｍ、位相差Γ２＝２０７０°（1１次）
　　　　波長λ’’＝７８５ｎｍ、位相差Γ２’’＝１７１０°（９次）
である。従って、波長板３の位相差Γ２は、２０７０°であるので、波長板２の位相差Γ
１は、４１４０°となる。
【００２８】
　次に、ミューラ行列を使用した数値計算により、波長板２と波長板３の偏光状態を示す
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　ここで、波長板２の位相差をΓ１、面内方位角をθ１、波長板３の位相差をΓ２、面内
方位角をθ２で表すと、Γ１及びΓ２は、下記の（１０）式、（１１）式により表すこと
が出来る。
　　　　Γ１＝（２π／λ）・（Ｎｅ－Ｎｏ）・ｄ１　・・・・（１０）
　　　　Γ２＝（２π／λ）・（Ｎｅ－Ｎｏ）・ｄ２　・・・・（１１）
　λは波長、Ｎｏは常光線の屈折率、Ｎｅは異常光線の屈折率、ｄ１は波長板２の厚み、
ｄ２は波長板３の厚みである。
　波長板２のミューラ行列Ａ１は、下記の（１２）式で表すことが出来る。
【００２９】
【数１】

【００３０】
　波長板３のミューラ行列Ａ２は、下記の（１３）式で表すことが出来る。
【００３１】

【数２】

【００３２】
　波長板２と波長板３とが積層された積層波長板１に入射する入射偏光状態をストークス
ベクトルＴで下記の（１４）式で表す。
【００３３】
【数３】

【００３４】
　積層波長板１から出射する出射偏光状態をストークスベクトルＳで下記の（１５）式で
表す。
【００３５】
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【００３６】
以上、（１２）～（１５）より下記の（１６）式のミューラ行列式が得られる。
【００３７】
【数５】

【００３８】
　式（１６）において、Ｔを下記の入射偏光状態とすると、
【００３９】
【数６】

【００４０】
【数７】

【００４１】
　となり、積層波長板１の位相差Γは、
【００４２】
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【数８】

　で表すことが出来、この式をもとにシミュレーション解析を行う。
　そこで、シミュレーション解析には、前述した（１）式から（９）式を用いて算出した
Γ１及びΓ２を代入して行う。
【００４３】
　その結果、前記第一の組み合わせとして算出した波長板２の位相差Γ１が１９８０°、
波長板３の位相差Γ２が９９０°の場合、シミュレーション解析により、面内方位角θ１
及びθ２を算出すると下記の通りとなる。
　　　　波長板２　位相差Γ１＝１９８０°、面内方位角θ１＝１５°±５°
　　　　波長板３　位相差Γ２＝９９０°、面内方位角θ２＝７５°±５°
が算出される。尚、面内方位角については、波長板２と波長板３共に、±５°の範囲で特
性の調整を行い、最適値を決定する。
【００４４】
　そこで、算出した数値を基に積層波長板１の位相差の波長依存特性及び楕円率の波長依
存特性を描くと図３の如き特性を呈する。
　図３は、本発明に係る積層波長板の波長依存特性を示す図である。図３に示す如く、本
積層波長板は、所望する入射光の波長である波長４００ｎｍ、６５０ｎｍ、及び７８５ｎ
ｍにおいて、ピンポイント的に１／４波長板として機能することが解る。即ち、位相特性
は、波長４００ｎｍ、６５０ｎｍ、及び７８５ｎｍにおいて、９０°を示し、楕円率は円
偏光を示す１．００を示している。
　そこで、積層波長板１に４００ｎｍ、６５０ｎｍ、７８５ｎｍの何れかの波長の直線偏
光が入射すると、積層波長板１の出射面で位相が９０°ずれることによって円偏光となっ
て出射することとなる。
【００４５】
　次に、前記のように第二の組み合わせとして算出した波長板２の位相角Γ１が２３４０
°、波長板３の位相角Γ２が１１７０°の場合、夫々を代入してシミュレーション解析に
より面内方位角θ１及びθ２を算出すると、波長λ＝６５０ｎｍの時、下記の通りである
。
　　　　　波長板２　位相差Γ１＝２３４０°、面内方位角θ１＝１５°±５°
　　　　　波長板３　位相差Γ２＝１１７０°、面内方位角θ２＝７５°±５°
　尚、面内方位角については、波長板２と波長板３共に、±５°の範囲で特性の調整を行
い、最適値を決定する。
【００４６】
　次に、前記のように第三の組み合わせとして算出した波長板２の位相角Γ１が４１４０
°、波長板３の位相角Γ２が２０７０°の場合、夫々を代入してシミュレーション解析に
より面内方位角θ１及びθ２を算出すると、波長λ＝６５０ｎｍの時、下記の通りである
。
　　　　　波長板２　位相差Γ１＝４１４０°、面内方位角θ１＝１５°±５°
　　　　　波長板３　位相差Γ２＝２０７０°、面内方位角θ２＝７５°±５°
　尚、面内方位角については、波長板２と波長板３共に、±５°の範囲で特性の調整を行
い、最適値を決定する。
　以上説明したように本発明においては、所定の計算式と、それにより求めた位相差を用
いて積層波長板を構成する二つの波長板について光学特性のシミュレーションを行うこと
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により、波長４００ｎｍ、６５０ｎｍ、及び７８５ｎｍにおいて１／４波長板として機能
する積層波長板を実現することが可能となった。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】本発明に係る積層波長板の第一の実施例の構成を示す
【図２】本発明に係る積層波長板において、波長板の位相差を算出するための数表である
。
【図３】本発明に係る積層波長板の波長依存特性を示す図である。
【図４】特開平１０－６８８１６号公報により開示された従来の広帯域１／４波長板の外
観構造例を示す。
【図５】従来の１／４波長板のポアンカレ球を示す。
【図６】従来の広帯域１／４波長板の楕円率特性例を示す。
【符号の説明】
【００４８】
　１０１・・積層波長板、
　１０２・・第一の波長板、
　１０３・・第二の波長板、
　１・・積層波長板、
　２・・第一の波長板、
　３・・第二の波長板

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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